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学術方面からのアップデート
• 2014年集計結果のご報告

• Research Proposal の募集
– 強みは National Database であり、網羅的であること

• 経年経過や他のデータとの組み合わせが得意

– 項目数には限りがあり、補正などには限界
• Radial Intervention の是非などは苦手

– 解析委員と共に NCD が解析を担当
• 年間 4 Project 程度

• 学術委員会から Quality に関する項目追加
– DTB（STEMI 症例のみ；連続数［分］）
– 非侵襲検査（非緊急例のみ；５項目から選択）

• ○冠動脈CT ○負荷心電図 ○負荷シンチ
○負荷エコー ○その他

– 術前血小板薬（４項目から選択）・抗凝固薬
• ○アスピリン ○クロピドグレル ○プラスグレル

○その他



Research Proposal Form



認定制度方面からのアップデート

• 地域別の施設数や専門医数の推計
– ニーズとマッチしているか等

• 各認定申請書類とデータベースの連動
– 来年度分より対応できるようにシステム設計

• 認定制度の「根拠」となる数値の検索
– Operator あるいは Institutional Volume 別の
アウトカム解析

• 個別アウトカムのフィードバック画面
– 2年後程度を目処に



申請システムとの連携にあたって

• 昨年秋より認定制度審議会下の各委員会と折衝を開始
– 「専門医認定医あり方小委員会（許委員長）」と昨年秋に３回協議
– 「施設認定医あり方 WG （小田WG長）」 と冬より３回協議
– 「専門医認定医あり方小委員会（横井副委員長） 」 と春に２回協議

• NCD に登録完了済が、2013年と 2014年の PCI データ
– 2015年から EVT と SHD も開始

• 事務局が保持している 2011年からの UMIN データを連結
– レジストリベースの簡易申請システムを稼働予定
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